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（１）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）10月 5日 第 330号 

  

左から越野さん、山田さん、前里会長、林さん 

                            

 

令
和
４
年
度
「安
全
標
語
」 

最
優
秀
作
品
・
優
秀
作
品
決
ま
る 

 

例
年
、
安
全
就
業
強
化
月
間
に
併
せ
て
会
員
の
皆

様
か
ら
安
全
標
語
を
募
集
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

は
45
人
の
方
か
ら
82
点
の
応
募
が
あ
り
、
第
３
回

理
事
会
に
お
い
て
最
優
秀
作
品
１
点
と
優
秀
作
品
２

点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
９
月
15
日
㈭
に
表
彰
式
を
行

な
い
、
前
里
会
長
よ
り
表
彰
状
及
び
賞
品
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。 

最
優
秀
作
品
に
選
出
さ
れ
た
山
田
さ
ん
の
標
語

は
、安
全
就
業
に
関
す
る
啓
発
に
活
用
さ
せ
て
頂
き
、

さ
ら
に
、
今
後
１
年
間
、
毎
月
の
会
報
紙
に
掲
載
し

ま
す
。 

 ☆
最
優
秀
作
品 

 

ま
あ
い
い
か 
思
う
気
持
ち
が 

事
故
の
も
と 

（
朝 

日
）
山 

田 

辰 

雄 

☆
優
秀
作
品 

 

災
難
は
突
然
や
っ
て
く
る 

用
心
の
上
に
も 

用
心
し
よ
う 

（
貴 

船
）
林   

敏 

夫 
 

心
に
は 

い
つ
も
ゆ
と
り
と 

安
全
就
業 

（
大 

和
）
越 

野 
高 
光 

 

 
 

              

最
優
秀
賞
受
賞
者

    

喜
び
の
声 

（
朝 

日
）
山 

田 

辰 

雄 

こ
の
度
は
、
最
優
秀
賞
と
い
う
栄
誉
あ
る
賞
を
頂

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

私
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
て
二

十
年
目
を
迎
え
、
就
業
中
は
先
輩
や
同
僚
の
方
々
に

い
つ
も
支
え
て
頂
き
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。 

日
頃
は
交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
車
の
運
転
中
は

常
に
気
を
引
き
締
め
る
事
を
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。 

今
回
、
こ
の
よ
う
な
賞
を
頂
き
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
の
標
語
が
会
員
皆
様
の
安
全
意
識
の
向
上

に
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。 

本
日
は
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

題字 一宮市長 中野正康 氏 

発行（公社）一宮市シルバー人材センター 

   〠491-0036 一宮市桜 1-12-1（思いやり会館内） 

編集 広報委員会会報班 TEL(0586)71-0105 FAX(0586)73-4367 

会員数      1, 050 人  

男  性        698 人  

女  性        352 人 

    (9 月 20 日現在)                               

       
も く じ 

 
⑴ 安全標語を選出 
⑵ 普及啓発促進月間他 
⑶ 安全就業ニュース他  
⑷ 文芸、その他情報 



 

（2）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）10月 5日 第 330号 

 就業報告書（10 月分）の提出は 11 月４日 ㈮ までにお願いします。 

 

会報９月号の数独の正解 

３＋８＋３＝１４ 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業 

普
及
啓
発
促
進
月
間 

 
 

毎
年
10
月
は
、「
普
及
啓
発
促
進
月
間
」
で
す
。

10
月
の
第
三
土
曜
日
を
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」（
令
和

４
年
は
10
月
15
日
）
と
定
め
、
全
国
シ
ル
バ
ー
事
業

協
会
、都
道
府
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
、

市
町
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
全
国
一
斉
か
つ

集
中
的
に
そ
れ
ぞ
れ
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。 愛

知
県
シ
ル
バ
ー
連
合
会
と
一
宮
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
活
動
の
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。 

 【
愛
知
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
】 

① 

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
設
定
に
伴
う
普
及
啓
発

活
動
の
企
画
・
実
施 

② 

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
報
道
の
働
き
か
け 

③ 

地
方
公
共
団
体
等
が
発
行
す
る
広
報
誌
等
へ
の

記
事
掲
載
依
頼 

④ 

機
関
紙
等
へ
の
特
集
記
事
の
掲
載 

⑤ 

「
会
員
増
加
に
向
け
た
取
り
組
み
事
例
集
」（
平

成
29
年
11
月
全
シ
協
作
成
）
及
び
「
令
和
２
年

度
会
員
拡
大
の
取
り
組
み
と
分
析
」（
令
和
３
年

９
月
全
シ
協
作
成
）
を
参
考
に
し
た
活
動
の
実

施 

⑥ 

県
内
各
市
町
村
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
間
の

意
見
交
換
や
事
例
発
表
等
を
行
う
地
方
交
流
大

会
の
開
催 

⑦ 

そ
の
他
創
意
工
夫
を
加
え
た
普
及
啓
発
活
動
の

実
施 

【
一
宮
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
】 

① 

市
役
所
及
び
公
共
施
設
等
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
布 

② 

市
広
報
に
セ
ン
タ
ー
普
及
・
啓
発
記
事
の
掲
載 

③ 

尾
西
地
域
班
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
（
尾
西
ま
つ

り
会
場
周
辺
）（
令
和
４
年
度
は
中
止
） 

④ 

安
全
就
業
・
適
性
就
業
の
推
進
（
巡
回
パ
ト
ロ

ー
ル
の
実
施
） 

⑤ 

会
員
に
よ
る
口
コ
ミ
Ｐ
Ｒ
活
動
の
推
進 

⑥ 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
、
会
報
「
シ
ル
バ
ー
い
ち
の
み

や
」
で
の
啓
発
活
動 

⑦ 

会
員
に
対
し
て
、「
会
員
一
人
紹
介
運
動
」
の
チ

ラ
シ
を
配
布 

⑧ 

連
区
公
民
館
事
業
に
お
け
る
啓
発
活
動
の
実
施 

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
に
よ
り
、
広
く
シ
ル
バ
ー

事
業
へ
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
な
る
普
及
啓

発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
中
期
計
画
を
策
定
中 

 

現
在
の
第
２
次
中
期
計
画
が
令
和
４
年
度
に
て
期

間
満
了
と
な
る
た
め
、
第
３
次
中
期
計
画
（
令
和
５

年
度
～
令
和
９
年
度
）
を
今
年
度
に
策
定
し
ま
す
。 

第
１
回
理
事
会
に
お
い
て
、
理
事
の
中
か
ら
６
名

の
策
定
委
員
が
選
出
さ
れ
、
８
月
24
日
㈬
に
第
１
回

中
期
計
画
策
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
計
画
は
、
セ
ン
タ
ー
が
地
域
社
会
の
中
で
充

分
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
、
今
後
５
年
間
に
セ
ン

タ
ー
に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
セ

ン
タ
ー
が
行
う
べ
き
こ
と
を
明
確
に
し
、
会
員
の
増

強
や
就
業
開
拓
な
ど
項
目
ご
と
の
指
針
と
す
る
た
め

に
策
定
す
る
も
の
で
す
。 

第
３
回
理
事
会
を
開
催 

 

８
月
24
日
㈬
尾
西
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
第
３
回
理
事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

審
議
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

議 
 

案 

普
及
啓
発
促
進
月
間
事
業
に
つ
い
て 

協
議
事
項 

安
全
標
語
優
秀
作
品
の
選
出
に
つ
い
て 

報
告
事
項
・
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て 

 
 
 
 

・
役
員
県
外
研
修
に
つ
い
て 

 
 
 
 

・
第
１
回
安
全
就
業
委
員
会
に
つ
い
て 

 
 
 
 

・
作
品
展
の
開
催
に
つ
い
て 

 
 
 
 

・
職
務
執
行
状
況
の
報
告
に
つ
い
て 

 
 
 
 

・
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て 

 

こ
れ
ら
の
議
案
等
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
通
り
議
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

             

５ ６ ９ ２ ７ ４ ８ ３ １ 

７ １ ２ ８ ９ ３ ６ ４ ５ 

４ ３ ８ ６ ５ １ ９ ２ ７ 

２ ５ １ ３ ８ ６ ４ ７ ９ 

９ ８ ４ ７ ２ ５ １ ６ ３ 

３ ７ ６ １ ４ ９ ２ ５ ８ 

８ ２ ３ ９ ６ ７ ５ １ ４ 

６ ４ ７ ５ １ ８ ３ ９ ２ 

１ ９ ５ ４ ３ ２ ７ ８ ６ 



 

（3）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）10月 5日 第 330号 

災
難
は
突
然
や
っ
て
く
る 

用
心
の
上
に
も 

用
心
し
よ
う 

 

（
貴
船
）
林 

敏
夫 

心
に
は 

い
つ
も
ゆ
と
り
と 

安
全
就
業 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
大
和
）
越
野
高
光 

令
和
４
年
度
安
全
標
語
優
秀
２
作
品 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 

 

 

安
全
就
業
ニ
ュ
ー
ス 

・
全
国
シ
ル
バ
ー
重
篤
事
故
例 

  

「
公
園
内
の
草
刈
り
・
草
取
り
を
４
名
で
作
業
中
、

１
人
の
会
員
が
ハ
チ
に
襲
わ
れ
、
そ
の
場
を
離
れ
て

ハ
チ
駆
除
用
ス
プ
レ
ー
を
取
り
に
戻
っ
た
と
思
わ
れ

た
が
刺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
。
他
の
会
員
は
羅
災

者
の
『
ハ
チ
が
い
る
』
と
い
う
声
に
気
付
い
て
は
い

た
が
、
作
業
中
に
は
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
で
あ
ま
り

気
に
留
め
て
お
ら
ず
、
羅
災
者
が
ハ
チ
に
刺
さ
れ
た

こ
と
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。
作
業
開
始
か
ら
約

10
分
後
に
他
の
会
員
が
意
識
を
な
く
し
倒
れ
て
い

る
羅
災
者
を
発
見
し
、
身
体
が
熱
か
っ
た
た
め
熱
中

症
を
疑
い
、
身
体
を
冷
や
す
と
と
も
に
救
急
車
を
依

頼
し
た
が
、
入
院
後
死
亡
し
た
。
羅
災
者
は
今
年
に

入
っ
て
か
ら
一
度
ハ
チ
に
刺
さ
れ
て
お
り
今
回
が
２

度
目
だ
っ
た
。
駆
除
用
ス
プ
レ
ー
は
セ
ン
タ
ー
が
支

給
し
所
持
し
て
い
た
」 

  

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
、
ハ
チ
が
多
く
発
生
す
る
場

所
で
の
就
業
は
、皮
膚
の
露
出
を
で
き
る
限
り
控
え
、 

黒
地
の
着
衣
等
や
香
水
・
化
粧
品
等
の
匂
い
の
す
る

も
の
は
避
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー

バ
ー
（
貸
与
品
）
や
ハ
チ
駆
除
用
ス
プ
レ
ー
を
携
行

し
、
事
前
に
就
業
場
所
に
ハ
チ
が
い
な
い
か
の
下
見

を
す
る
な
ど
確
認
を
し
て
か
ら
作
業
に
あ
た
っ
て
く

だ
さ
い
。 

 

ハ
チ
に
刺
さ
れ
た
場
合
、
ポ
イ
ズ
ン
リ
ム
ー
バ
ー

で
ハ
チ
毒
を
吸
い
取
る
、
流
水
で
傷
口
を
洗
う
、
発

疹
や
、
め
ま
い
な
ど
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
を
疑
う
症

状
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。 

安
全
を
第
一
に
考
え
自
分
の
身
を
守
る
事
を
優

先
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
就
業
の
場
合
は
特
に
注
意

が
必
要
で
す
。 

 

自
転
車
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用 

促
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
に
認
定 

 
 

愛
知
県
で
は
、
自
転
車
に
係
る
交
通
事
故
防
止
を

図
る
た
め
、「
自
転
車
の
安
全
で
適
正
な
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
自
転
車
乗
車
時
に
お

け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進
な
ど
自
転
車
の
安
全
で

適
正
な
利
用
の
促
進
に
関
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。 

愛
知
県
の
交
通
事
故
死
傷
者
数
の
う
ち
、
自
転
車

乗
車
中
の
死
傷
者
数
の
割
合
は
平
成
29
年
か
ら
増

加
傾
向
に
あ
り
、
令
和
３
年
に
は
全
死
傷
者
数
の
約

２
割
を
占
め
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
の
必
要
性
や
効
果

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く
こ
と
で
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
意
識
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。 

 

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着

用
推
進
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
県
内
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
か
ら
認
定
し
、
就
業
場
所
へ
の
行
き
帰

り
時
に
お
け
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
率
先
利
用
に
よ
り
、

高
齢
者
へ
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
意
識
の
醸
成
を
図
る

取
り
組
み
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
、
当
セ
ン
タ
ー

が
モ
デ
ル
セ
ン
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

就
業
場
所
へ
自
転
車
を
利
用
の
会
員
の
皆
さ
ん
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
自
己
防
衛
か
ら
も
ヘ
ル
メ
ッ
ト

の
着
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

         
 
 
 

            

会員の浦部さんが大村知事から認定証

を、園児からヘルメットを頂きました。 



 

（4）シルバーいちのみや 令和 4年（2022年）10月 5日 第 330号 

 

 
 
 

会 

員 

の 

文 

芸 

 

俳 

句 

（
朝 

日
）
桑  

原  

伸  

弘 

破
壊
せ
ぬ 

鬼
に
も
涙
だ
か 

原
発
を 

夜
の
静
寂 

不
気
味
な
感
じ 

三
ヶ
月
夜 

夏
の
夕 

踊
っ
た
君
は 

今
何
処 

  

川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 
恵 

行 

う
ら
な
り
に 

川
柳
も
ど
き 

シ
オ
コ
シ
ョ
ウ 

疲
れ
た
ぜ 

暑
い
九
月
は 

ま
だ
永
い 

  
 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越 

野 

高 

光 

名
月
に 

餅
つ
く
ウ
サ
ギ 

今
は
昔 

高
所
に
て
紅
葉
満
喫 

蕎
麦
美
味
し 

秋
空
に
爆
音
響
き  

し
ば
し
見
上
げ
る
シ
ョ
ー
タ
イ
ム 

  

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

旺
盛
な
草
の
育
ち
を
見
つ
め
つ
つ 

 
 
 
 
 
 
 

草
刈
る
吾
の
太
き
溜
息 

幼
子
が
乳
母
車
か
ら
指
さ
し
て 

 
 
 

ブ
ラ
ン
コ
に
行
け
と
急
き
立
て
て
い
る 

 

こ 

と 

ば 

歳 

時 

記
（
神
無

 

月
） 

◎
朝
寒
（
あ
さ
ざ
む
） 

 

晩
秋
、
朝
の
う
ち
だ
け
、
ひ
や
り
と
寒
さ
を
感
じ

る
。
そ
の
寒
さ
は
昼
近
く
な
る
と
消
え
て
し
ま
う
。 

「
朝
寒
や
雑
巾
当
て
る
門
の
石
」
と
一
茶
の
句
に

も
あ
る
。 

◎
お
く
に
ち 

 

陰
暦
の
九
月
九
日
の
こ
と
。
九
と
い
う
数
字
の
重

な
り
を
め
で
た
い
と
し
、「
御
九
日
」
と
呼
ん
だ
こ

と
に
始
ま
る
。「
長
崎
く
ん
ち
」
で
有
名
な
長
崎
の

諏
訪
神
社
で
は
、
十
月
七
日
か
ら
九
日
に
か
け
て

月
遅
れ
の
祭
礼
が
と
り
お
こ
な
わ
れ
、
龍
踊
（
じ

ゃ
お
ど
り
）
な
ど
が
奉
納
さ
れ
る 
 

新
入
会
員
の
紹
介 

（
８
月
25
日
～
９
月
15
日
） 

(
神
山)

永
野
晴
美
（
大
志
）
三
浦
敏
雄
（
西
成
）
岸 

裕
子
・
名
津
井
伸
一
・
福
永
健
二
郎
（
丹
陽
）
家
永

光
次
（
北
方
）
神
農
健
二
（
大
和
）
菊
池 

榮
・
鈴
木

英
雄
（
今
伊
勢
）
柳
田
広
靖
（
朝
日
）
西
塔
秀
樹
（

  

開

明
）
福
原
眞
佐
子
（
大
徳
）
伊
藤
光
明(

木
曽
川
）

江
川
徳
雄
・
墨 

姫
栄
子
・
村
本
恭
子 

（
16
名
） 

９
月
号
氏
名
の
誤
り
土
屋
直
幸
・
土
屋
洋
子 

土
本

直
幸
・
土
本
洋
子
さ
ん
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。 

 

退
会
者
の
紹
介
（
８
月
21
日
～
９
月
20
日
受
付
分
） 

(

貴
船
）
細
谷
芳
江
（
北
方
）
上
田
隆
照
（
大
和
）
青

山
秀
子
（
今
伊
勢
）
安
田
美
智
子
（
奥
）
佐
藤
寛
志
・

五
藤
忠
近
（
萩
原
）
柴
田
英
雄
（
大
徳
）
足
立
く
に

子
（
木
曽
川
）
髙
橋
秀
臣 

 
      

（
９
名
） 

 

掲 

示 

板 
 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
９
月
就
業
分
』
10
月
20
日
㈭ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
９
月
就
業
分
』
10
月
25
日
㈫ 

◎
就
業
相
談
日 

 
  

期
日
：
10
月
27
日
㈭ 

 
  

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
  

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
  

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 

☆
生
き
が
い
農
園
で
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す 

農
園
（
浅
井
町
）
で
野
菜
等
を
作
り
ま
せ
ん 

か
。
作
っ
た
野
菜
等
は
本
町
ふ
れ
あ
い
広
場 

で
販
売
し
ま
す
。
土
い
じ
り
の
好
き
な
方 

シ
ル
バ
ー
本
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

☆
作
品
展
に
応
募
し
ま
せ
ん
か 

 
 

盆
栽
・
書
・
写
真
・
絵
画
・
編
み
物
・
工
芸 

 
 

・
手
芸
品
な
ど
皆
さ
ん
の
作
品
を
出
展
し
ま 

 
 

せ
ん
か
。 

自
慢
の
作
品
を
見
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 第
19
回
作
品
展 

 

会
期 

11
月
12
・
13
日 

 

会
場 

オ
リ
ナ
ス
一
宮 

  

申
込 

10
月
７
日
ま
で 

 

＊
詳
細
は
会
報
９
月
号 

 
 

の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く 

だ
さ
い
。 


